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1　はじめに

わが国で出版されて㌧》る彗ビ7不イ言ソグ、く以下B・

S．と略）に関する図1藝をみると，、＝そg意味づけに或・ろ

いろな系統があることがわか鄭 主に楽・し啄のた夢予 育

垣法りrρ，溺れなヤ》訓緯，、功児本溝の前毅階，本泳以

外の効果を期待するものなどである。阜．8。≧ひと口

に言っても，これらの意味づけに従って指導肉容揖異な

ってくう≧思われるo．

　われわれは小児保健の立揚からわ力輝Φ阜：． s， をど

うとらえるかを検討すべく，調葺研究を進めズい為ので

あるが，各スイミソグ・クラブ（以下S＜儀≧晦〉が

様斥な系緯のB，、S．を行？て、・るとすれば・ ひ≧まと

めにしてわが国のB，＄，＼を瞼ず矯こ≧にマ孝なレ ・02

乍3のS’． ．C、を視察した際も練習風景眞そ紅ぞれ特徴

がみられた。 1

　本報告は，わが国で出版されゼ＄兜 C．ゆコーチに醜

まれているB・S・ に関する文疎を紹介し・「目的・意

味づけ」，q違いを中心に分極し卑9警らにそゆ内容が各

ミ． C』’でξΦ理度参考にさ池てレ・るかアソケート調査

すろこ、とに、よりう 指導方針に関する現状を知ろ・うとし

たo．

以下，Hでは文献紹介（具体的な摺導法の載っている

図書に限り， バソ7レット，講習会資料は除い糞），皿～

班では項目別の比較，Uでは第3回アソケ｝ ト調奪につ

いて報告する。

狂　文献紹介　（発行年順。鵠載内容は次Q通り）

通し番号，①魯名 （原題名） ②著者，訳者， 編者名

二③発行所 ④発行年・⑤著者紹介　．．

Nα1①r水泳日本・世界一への道」全収録沖rラ

　イルコrチ砂助言　⑫71剛てブス兜物一ライル冠アー

　惇！』7りカ「 ライル電』演多野勲，』雌o，スイミγ1グラィ

　フ編集部織 ⑥≧嬰う零動rぜ3出版部 ④美3砥8・

　1・⑤す7ろトラ斗7爾水泳ヲ｝テ夫婁ザ4つの本濠

学校ゆオ7ナrgメ乳幼児本泳碑車にア［シモヲ鋳担当

　レてレ・為力弩アォrズスも理論的研究をレている。

波多野氏についてはM．6で紹介。昏、、

Nα2①．rρ、歳換らり本泳」．子洪り健康と舞と楽Vみ

舜めに1（惣醜照ゆfaptt・：＄搬ピ・真967）、

②イ7薯ニァ 隻・）γ｝．兜∋吊rママ著g卑京教育木学

　水泳研究会，坂田勇夫妻鈴木笏子，小倉ます遜ヒ訳

③泰流社④1975．8，15．⑤カリフォル昌ア大学で体

　育学専攻。堺＄年串りプライベー、ト欺水湶コーチとな

　る。教え子が2歳で初心者検定証を受け，アメリカ赤

　十字社媛年少翼録とするσ 　 　 戸．1．．ごン　．

N帽』①．r赤ちやん水剃、溺れなレ・技術碑晦 酬目臓

　Safty∫or　Infants－Tぬe　Drownp1oofing Method，

　1975）　②ダイニー・ヴァソ、9ギィ4著，．＝準橋慎四

』郎， 宮下充正， 林夕美子，訳　③ざ一ろギー也・ マガ

　ジソ社④19臓7・1砺句オー洛．ト ラリアの本琢コー

　チo
Nα4ノ① 「赤ちゃんと泳ごう」そ昌一ク奉育児法1：ざビ

略イ∫ツグ』α・“ギ恥y恥寧wl甲1，茎974》・．1＠ボ

ニー ルデ／蔀喜多元子訳。③㈱卒隼韓送閉発

　セソター出版部④1976、8，25，⑤マサチ芦r乍ッツ

　州に自ら創設した「体育健康協会」・を中心岸して体育

弦術の指導に丸ずさわ㌦』障害兇など特別なケrろの

』運動ヲ￥サ～レ察そ！ トとレて活躍。幼児体繰の軍要性を

　述べた署書r誕生から六歳までの健康管理』あ9・。

No，5①rペビースイミ ソグ」健康と頭の叢く な渇ため

　ρ．②斎藤典子。、⑥鷹書房④197640，L、⑤遷手生
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青柳他：ベビー・スイミングについて

　活⑳あと1970年米国ボストγYWCAでB．S．を知

　る。その後2回の渡米を経てから，1971年4月，名古

　屋YMCAでB，S、をスター1b、
Nα6①「べ鷲「スイミγグ敦室』ス號翻マY召r不、
　②波多野勲正）， 小野三嗣ii）5』r贔川不土郎著茸i）。1’・」・・

　③木修館轡店④197ス9L　璽i）国際本塗ブログラム

　研究所長。ii）東京学芸大学教授ぷ医学博士二ρ 運動生

　理学専攻。iii）東京学芸大学教授ず教育心理学尊攻。

Nqア①r赤ちゃんρ盛じ本」：麺危葱いでヤ・るアヌのた

　めに　②室岡　一i），杉山彰著輯）』．ミ㊥費春由版社

　④1978恐2α ⑤正）日黍寧弩さ学蓼弊．匿学博士。産

　婦人科医。ii）白本医科大学，産婦人科医師5東京オ

　リソピックの水泳候補選手。3回の渡米でB・S．を
『ヒ観察6r』 』r』二　1∴　『 ・：院；∫ジ し、『．

N6泊バ① rσ歳がらφ水泳指導」　’＠林夕美子i）ジ㌃林

ト裕主ii》ン③講談社・◎19李915．25♪⑤i）日本体育施設

　・蓮誉株式会社水泳講師6－ii）向桂常務取締役。二

N6、甘①・r赤ちゃんスイスイj壱がピあ未来ら子②故

　島湶子6トマ③山手書房△＠ 16◎¢7’5』一☆⑤ウォ」ター

　メィツヌイムグラブ主任コ」チ5全臼本選手権入賞な

　ど，競技歴をもつ。ドrl謡 1ン’一一幕二』■’ぐン鍾1

謀1㌃
No，10①水泳コーチチキス・ド・・第114巻rペビ』ズィ’ ミ

　ソグと幼児永泳j潟②波多野勲≠』栖著び臼本スイミソ

グコーチ学校編5∫ ③日本久イ 葦シグゴ」チ学校’

　④1982．5』15．一∵⑤前述甑6⑤一i）

　　、ノ、、へ ・』 1㌦・

・血』『支強蔚目的 ‘効粟・利点・期待ト

No．1く2歳以下の児の水泳が良いと思う理由＞：・∵

シO身体的な安全感覚を与え，脳あ知的発育を促すd　r

・○筋発育を促テ6ul∵気

・’ ・○社会的，・教育的意義よ1』一・一”
、

ロ○安全’』（牙』ス希ヴリ7の家庭には庭kプールがある

』■ 一；ヒ壱示多》・あセ特に重要である5） 1　’

No．2＜利点＞
≧10安全一〈2歳までに泳げるようにしておくべぎO）r　r

・も健康燥熟児也歳以降に水泳を始めて健康になっ

淡殴亮碗を萌用『健康というより治療的意味あい。）・

’を○楽しみ’ピ㌧” 』1甲『

…

蚕6』1ゴく禾あ主題＞r〕 ．　 ∵．1　 　、、 　・、∴』iで

四〇水φ邉＝ぐに“る時め安全性についてφ自覚す溺航な

ヒyllll冨朗練㌃Φめ幅店00舗g）という言葉は，’こめ概念

　一あ轟部6㍗；☆1薗一

覧きンニ㌔一く効果＞之 照』∴、 r』二 」 プ・

…1◎赤ちゃんめいろ㌔・ろな動きの能力が発達し， 最大限

　　に開発される。　　　　　　　　 ㌃、ll、』』1』 ぞ

　○身体障害児と特殊な欠陥のある子供によい。

蔚α4く目的＞｛』1き

　Q丞幣浮ヤ玉㌧｝うれるよう酢すぞことであって，与え

㌔　られ亮状漁ヒ関して趨り得る危虞に対する判断力を

　　つけさせるこ≧ではない0

　　1＜利点＞

　○母親が赤ちゃんと意志を通じあう方法を学ぶことに

　　 よって，人々の心を「読む」ことができるようにな

　　るo　（母の感受性強化）

　Q水難防止・15～19歳および3歳未満の水死件数を減

　　少させる。

　　＜効果＞

　○障害児の機能を発達させ，正常児に近づくチャンス

　　を与える。

　○強く，健康で，しっかりした人間になるばかりか，
　・

ノ 伸び伸びと幸せな人商kなる乙

煎o酒く目的 ・． 義＞、

○育児の・1》うとし宅考える61』』』 …∴1 r∵’ 双』r1￥ r』

一〇赤ち専んがμ泳ぐ撚といぢ≒乏壱よ特別なととでなぐ

　　入蘭の成長め一》うのゾヒセスセあ畜♂llドδ』rl』

　　＜利点＞r・△・『∵一 ＝’ ・』　 いごイ：

　O各種の刺激を与えることによっ七》思考力や知恵を
　二 芽生えきせる。1・1』1　r』』一』； 1△』F　l　i嬉ア1承

○永による旗故の予戯・1二』』一r轄」ぐ冗：＝
N・』6 ＜意味＞・・’∴己．r・『 一ほ』二』でi湧

』T

O淀れに熔も楽し“もめであり，・痩屈を越えた丈句濠

　　しのすばらしい世界溝あるよ・』 ∫1 弓ン・1・＝㌔Il5

』○」度嚢蔭えた泳ぎめ捜桁はシ』ゼ亘歳であろづと△生

　　忘れることはない。一生を通じての水へめ武貞ポ」

　’トは早くもらった方がよいぴ』：r 1へ二好・ 『』』1ン』

・○自然な発育発達をう姦渉す可能性よ1・1』 ：「』闇

　○離乳期にたんばく質ζ身長の挿がに影響アを摂取ザ

　ヌるたあには，・適当な蓮動が必要ぷ掴本中め赤ちゃん

　 が適度なBご』S』を楽しあぱ顎自本人庶知能がナぐ

　　れているだけでなく，背の高いすばらしい民族にな

　　るかもしれない。 ：』　『恐詰裳㌧P　、、｛7「敵

一ハ 知覚の中でも視覚が発想法の形成に大きな影響を与

㌧ ；える乏いわれ七）～る。 ．世界中の赤亀》尋ん力舅く中層」

　　ル（回転）の経験を経るようになるとレト入類ほ夫ぎ

　　な知能と発想上の飛躍をとげ得るのではないかo

N6』7く自的・利点＞・1』』い盲〉　☆鯨．～』1：七

　〇子どもめ命を守る

　○元気で丈夫な発育を促す第■めもの。・二・

　○大きくなってから1も，、犬病せず，丈夫で元気費ツラ

一46一．



膏柳他 ：ぺごr 9不イ、ミとグにっいて

　　ツ，．そして情緒も安定した子供に育つ6誰にも負け

　　ない強い身体と意志をもった子．どもにな るであろ

　　う。

Nα8 ＜目的＞

、○乳幼児が溺れな～・技術を身につけ， さらに泳ぐ距離

　をの球すこと。 、（水難防止）

　＜効果＞．、『1く1 ㌧
』○水泳指導中全く 泣かない赤ちゃんはまずいないが，

　泣いた時∋1．何らかの方法で応えることが，．反応がす

　　なおで早い性格の形成に役立っ。

　○健康面で変化『（風邪をひかなくなる。アレルギ恒体

　』質の発疹5r ゼソソク気味の発作がなくなる）

　○家族の系ボ峡ッ活動が拡大されたウ己．

　○水泳選手に要求される最も大切な要素，すなわち水

　 に対する感覚が修得され，『』将来選手となおとぎ必ず．

　　よい効果参現われると考える。

No臼9〈効果＞』 」∵ ”：　　・r　r　”』 』・

　○子育ての｝部と考える01こ一緒に泳ぐことを通して子

、、・
育ての楽しさと喜び・1誇り，そして自信を与えてく、

　れ為。
　○水遊びや水泳を通して家族がなごやかになり，楽し

　　い生活をおくるきっかけ訟鵜 な獄りの効果

　　である5

　く利点＞

Q病ソ沙控灘す・ （乳児鋼ま母と秒繍
　　あいが重要である）

10家族でスポーツが楽しめる。

　○幼児よ．り水に早く慣恥る。

　○水泳だけのためとはい“きれないが，鯉康になる。

N6．10＜目的・効果・ねらい＞職6と同じ著名めため

　内容も共通し七いるが，より指導者和きに婁塑れてい

　るo
．φ・一ノレ（水平に艦浮いている状態から識熊に

”1回転す鋤作）は説覚の36・。拡大・組嚇
　1空気の違った〆ディアにおける剰激など嬰 今までに

　　ない構報を赤ちゃんに提供する。

』○すなわち，人類の発想法を発展させる大ぎな可能性

　　を秘めてお り，、日本人にとって優秀な頭脳に加えて

r、1諭理的な考え方，長時間にわたる大脳活動の可能性

δ』を向上させる鍵がある。’

jV・ 開始月齢について

　文献甑①著者の実施しているプールでの最低開始月齢

②理由および意見』づ問題点など1

No．1＜アーシュラ・憐←ライル＞①生後8週②7～8

歳から始めた児でも，、赤ん坊から始めた児に追いつく

　ことはできるし，今のとζろ水泳上の優劣があるとは

思われない。 一（ただし文献翫4によれば丁7ま←ブス

　。カーライルは1984年のオリソビジグを目指して赤ち

　ゃんチ喰ムの訓練を始めた」、とあるン『、．

　＜波多野勲1西ドイツ・ディエム教授のレポートよ

　り＞①生後蕊日』②母がr緒碑入るため出産後45日頃

の母体と水泳の問題あ『り． 、ρ』二 、．、
、・

No．21①生後8カ月く．らい、1②教える条件を同じにした

1一 ら先生にとっては呪二．7歳が一番楽である。rこどもにと

　りては個人差があウ，，プ←ルげ湖・海が近くにある場

合嫡早く教え拳必要があ蚤g： r

No，3①生後12～14週 ②この時期から始めると大部分

：が歩行開始前に背浮ぎがでぎるよう！になる6　：

N“．4、①浴糟で生後2週る②小さければ小さい程よ』く覚

える猷浴槽が小さくなうたり，』胃険をしたがるように

　なつたらプールヘ。

No．5①生後3カ月・、②写チヨチ歩きのとき安全である1

』ためには早い方がよいが，1、r般的に体温調節や諸機能

　が落着く3カ月頃がよい。二しかしいかに早く水に入る

かが全ての目的でぽないずいつ始めたらよ恥かはジ母

、の決めることであるgレ、㌧イ＿　　
、、

く一 ドヘ

No⊇6、①生後．1 ～2運・・②始夢ようとする時期は個人的

．な問題である。1』二．・』、㌶＝”Pl∫　、r』乙』　ご　 さ

耳o．7①生後6カ月②試行錯誤の結果，畿も効果のある

㌔ブ罫 グラムを組み， 、6カ月から始めるのが理想的ム．r 丁二

No，a①生後6カ月　②事故を起こしやせくなる1歳6

　カ月から3歳までに泳げるようにするには∫3ん4カ

】1・月で水贋れをすませ，1大人の働ぎかけにすばやく反応

＝』しド身体の動きを覚える6カ月頃で始め，．．10カ月頃か

』ら活発にならた意識と運動感覚を駆使して指導するの

　が，fタイ・ミングがよい。しかし』 1歳や2F歳で始南て

　も1年間指導すれば泳げるようになる。こ（背浮きど伏

　し浮きめ．ぐり返し泳ぎ〉赤ちゃんに苦労して教だる6

　は苦労から生れるすばらしい楽しみめたあ漕1・あるo

　（：「小学生までまて」という意見に対して）』＼で台

No．9①最低生後3ヵ月の経験あり』②水泳をやる／目的

　にあわせて練習を始める年齢を選べばよ い61く．がで

No．10①生後15日　②水泳をいつ始めるかは，基本的

　には自由である。そしてどのような場合にも 尽スiトのr

　ものを提供しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一 ～い 壷

、図 勤上φ購．． r』．，h ヒ三，写註’灘

　 （どれ位の練習をすると・，・何歳でどぢ犠う泳ぎがでぎ
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1日本総合愛育研究所紀要　　第工8集

”るかγヌ！は第．1の目標とする技術。）

Noド1’○生後8ヵ月で水の中へ入れ息を止め，自分で浮

　、び上がって1くるととを教える。

　○生後18カ月で自分で飛び込みプールのコーナヲを泳

　　ぎ切るよ1うになる。　

　○生後21カ月で自分で自分の生命を救えお能力が身に

　rつくo　 1． ∴』　　・＼’

N6・2水の中で十分に安全になるには，、：1歳未満で始め

　た揚合は6カ月間（1回ほぼ30分， 週3 回）1かかる。

　1歳以上で始めた場合は3カ月間かかる。1すなわち，

　50～100時間かかる。なお安全と鳳ブ▼ル に落ちた
　り．，つき落された りしたとき，・自力で安全になるまで

　なんとか進む能力と，意志を身に》うけると》・うことを

　意味する。！

No・3生後12～14週から始めた揚合〈1向50分， k週2
1回X6ヵ月間で， 服を着て30分間浮いていられるよう

　になる。・従って生後7カ月半疹ら8カ月セ， 水に対し

　て安全になるo　　　　　　　　』「㌧㌧一』 ・1くヤ

No，4二水に浮いていられるようにすること‘1』，

Nql5』 育児の→っと考え，無理をせず赤ちゃんの自主性

にま つ6… （1 回20分，一週1・回）r 』二～二 』い一r 〕ン 「

No・6，何歳でどんな経過で始めよう：としても1その自然

　なスタートに最もふさわしい具体的な方法を提供した

　いとい う意図から， 教理乞レッスンカ：標準化して あ

　る。（1人泳ぎは，1歳ごろからの教程にある。練習
』・は週．1～2回。・2、歳台までは1回30分。）

NoJ 生後14～17カ．月で，、5．メ 一トル程度泳いで壁につ

　かまる6一、（著者の「生命を守る」という目的を達する

の壱まこの段階と判断したO） 二1

尊q、8＞技術獲得は， 水を理解する，水に慣れる， 呼吸を

ド，レながら浮いて、いる，1呼吸して水上を進む，』の4 段階

、』にわげることができる。 第 4段階が指導効果として現

』 われるのは，、も生後6、ヵ月 では じめると1歳6ヵ月ご
穴ろチ、1満曇歳海らはじめると1歳8ヵ月ごろである。

No・19二赤ちゃん1（3歳までをざす）の泳ぎは大ぎく．わけ

　．て・ε犬かき」』ζr背浮き」、r回転」の3つである。．どの

、泳ぎが冥ちば忍よ恥とはいえず，親しみやすく嵜ぶ泳

　ぎ方をみっけて教えて、いく。．．、一、

No．10→瓢6乏同・じ鮎』

《 ド■ ．＼・r　　＝一r’　』』』 　．1』

く甑尼寒献紹介ρllまとめ

　　　　　　　　【
一　　r

　紹介した文献の概要は，訳本が、4冊（オー．ストラリア

』N氏1，翫3，米甑2，恥4）o著者は水泳関係者がほとん

どで，恥6の共著が生珪学，「心理学関係の著者である

が，B』S．にっいてはあ裳り触れていないo翫7は産婦

人科医によるβ（但し水泳選孚の経歴あり。）著者のうち

7名は女性である。対象としていると思われる読者は，

どちらかとy・えば母親向きが4（翫2，5 ，71 ， ）ど

ちらかといえばrコーチ向きが5（N“，3，4，6，

8，10，）であった。ただし，純粋にコ』チ向ぎは翫1

とN戯0で，他は母親向きとしても通用すると思われる。

．臨帖Vでは目的，開始月齢，泳力目穣の項目に分

けて述ぺたが，これらは互いに緊密な関係がある。目的

によって開始年齢も，泳力目標も当然違ってくる。

　表1は目的などをまとめたが， 強調されている項目は

◎印とした。外国ではは水難事故防止のためが強調され

ているし・B・S・は外国から入ってきたものであるから

．「安奪・水難防止」が第1の目的としてし・る ものが多
い。わが国の特徴と言える・「育児法の一つとして」は翫

5と翫9が第1の意味づけとしているが，著者はいずれ

　　　　　　　　　ンも女性であり，翫9の著者はわが子を泳がせた経験が働

いていると思われるo翫6の特徴は，児が水に浮んだ状

態で起こすロール（回転） が発想法の形式に影響を与え

るとしていることである。

表1目的働果など擁とあ

＼辿」・
安全・水難防止

楽しみ・家族ズポーツ

障害などの治療

知能・発想法

性格形成

育児の戸つ

健康』強く丈夫に1

』自然な発育！発達

筋発育・運動能力

身長が高くなる

一将来の競泳に効果

教育・社会的意義

一母の感受性の強化’

◎

○

○

213

◎

○

○ρ

4 5 6回8 91・・1計

◎◎○ 醜6蓋、l

OO・　　 ○ξ・
6・．4

　　0◎　ンと： 3
　　　　　　 同

10　　100．｝じ』「β

　＝◎．　　◎な 3
　　　　　　　の・・
：○　　◎、iOで・β1・

　　　OO　睦 2

0　　　　　　　2
　　、○、．　　　1

　　　　　0』　’1

　　　　　　　　1
　◎　　1い　　　　1

　以上は著者の言わんと してい、る、ご く渋部で磨り∫しこの

他にも表1に示したごとく，二様々な意味づけをしづ 〕効果

を期待してい為。 しかし，第1の目 的は指導内容に直接

影響が及ぶものと考えられるぶVめ泳力上め目標をみる

と，「水難防止」を目的としている文献では，はっきり

自分の生命を守る泳ぎを目指、してお聾、』「育児の一づと

して」としている文献は，無理をせず，児の自主性を重

んじてい葦娠』

　ところがこの「無理をせず」 、とはどう．、いうことかが間
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麿柳他＝ベビー ・スイミングについて

．題になる。おそらく関連していると思われる1「潜り」に

ついて触れている文献を紹介しよ1うσやや強制的な 「泣

いていてもタイミソグよく何度かもぐらせる∫としてい

、るのが嵐4， 7， 9，（ただし，翫9は水をのむ時は一

時やめるどして～｝る）。すなわち，・・もぐらせ方のう まいコ

r、7チ（児が息を吸いこんだ時沈める）1がやれば，』泣いて

いてもぐらせるのも「無理」とはいえないとい一う．こ とで

ある。一方甑3は， 「息を止め驚苦しい状況を強いるこ

とをしないo耳や鼻が水圧によって悪い影響を受ける導

とを避ける」としているじ背浮ぎを重視しているのでこ

の論が成り立つようである6

　この低酸素にたえる能力について小野1》．に．よれば，

　「新生児は酸素欠乏にだえる能力が成人よ、りはるかに大

1きく，できるならばこの能力を保存しておいた方がよ

い。 海女のような訓練はできるだけ幼少の時からした方

が容易であるめみならず，限界能力の高まる程度電ずっ

と高いことが知られてい1る」 と．なっているじただし，で

きるだけ’幼少とはいづかは記されていない。また血液循

．環のしくみからは「新生児は心臓自身の未熟と血管の組

織的発達が不充分であるので，全身におよぶ血液循環の

すべての責任を∫・心臓と血管自身だけに押しつけるのは

＝酸であるo・『これを助けるのはミ，ルギソグァク’ヨソであ

り，特に抵抗のなめ自由な手足の屈伸が，・血液を機械的

に押し流す役目を して・1心臓の負担を軽くする6」として

いる。「無理をしない』という意味は，この様な生理を

分？ているこ』とが重要であるo．

　表2には開始月齢，練習量をまとめたo

ジ開始月齢は後述するアγケrト調査と関連で述べる

爽2

　　　　　　　　　　　　　　　　頻度騨始月齢（生御1回の練讐（囹勉）

No，1 8週 1与分 、1回

No，2 8カ月くらい 30 3　

No，3｛10週～
＜浴槽で）12～M週（ブールで） 5～6（1σ週）

10～15（11週）
・2

20～30（6カ月．
No14

2週（浴槽）
一 一　

　　－

No15
3カ月

20 1

Nb．6 1～2週
30

1ん2
’No．7 ｛3ヵ月（浴槽） 15～20（r

（17ヵ月～）

2

No．8 6カ月 15（6～7ヵ月） 1～一2

20（12ヵ月頃ン

』ぽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　「

20～30（24ヵ月）1

No．g’師月 2σ
1～2

No．10 』工5日～ 1～2

が，傾向 ≧して曝外国の方が水に早く入れてい為。ま尭

浴槽の使い方で， 単なる水慣れ（もぐらない・水藩をつ

けない）のものと，ブールとほぼ同じ教程を行うものが

ある・前者は・ 開始前段階とし鴫、測に現わ纏いも

1のもあり，後者獣輿4が該当するま　、、

　1回の練習時間は・月齢区分停ないものと・あるもの

鏑る・紛と30分では齢ち力毫う興わ泌購嫌

＝蛎度騰加即高いもの穆韓1っている凋灘
理想とレて，目的，1奥情に合わせると週1～β甲に落挙

着くの力暫通であろ弘

　紙面の都合もあり，今回はカリキュラムについて詳し

く分析しなかったので珊で簡単に毒れる弟とにする。、1

皿　第3回B．S．アンケート調査

　！．調査目的

　これまでに紹介した文献の内容が，S．C．でどの程度

とり入劃争れているかを遜る。

　2，　調奪対象および回収率などi

　対象に阜S．実施中であることを我々が把握でぎた傘

国のS乙燭48ヵ所。これには第1画調査助の対象外で季

ったSCl協会に所属していない S．C。も含まれる。1

　回答数24，回収率50％であった。．回答のあら％S　Cり

地域尉で腺，東京8，神奈川5，栃木2，憂知2，大阪

2・箪㌧撚聡稗福岡力卑，叫渇
　3・、願内容
　（真）』受け入れ最低月齢F

（2〉在籍ベビー磁（2歳6朋麹 ，野rヂ
　（3） B．S・ヌースの開鵬次・

　（4）B．S、のコーチ人数

　（5）指轟方法を参考にしている図書（甑1～10の選択）

　’（6）現在のカリ・キュラムを決定した方法（（エ）～④選択）

　4，鯛査結果　、㌧　　”』　』　r 一　 ゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『
　調査内容（1）萄（6）について表3酎8．に示した。』

表3　受け入れ最低月齢　　表4　在籍ベビー数

月齢

0ヵ月3
4
5

N瞬

6
7

12
18

1一

．8

3
㌦1

14

7
　　81、

2
　　31

計124124

N

50人未満・

0　～・

00　～

5α　乍

41154

計
24

総ベビー数

カ所平均r

2075．
86

一
49

一
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衷5、ベゼー3弓3開設1
ず、巨吃・ノ1年次・

rN

r33　年 　　”1　　※

　47　　　1※
、49　　　　．2

』50　　　　4 ※
べ・ 1　・　　　　　41

－52　　　　　”2

＝53 甲　　　　・こ 3、〆

・＿

54 　　　、『・ 5r

・1
51

　　1
　56　　　　1

㌧ 24

※11歳以上を対象め8
　ヵ所

、表建 谷ビr洛｛ミγグ1∋

　　・ コラ人弊
、

表7

r人一 1
∫13

3 3
4 ・4

与1－G 3
10、 2

．11・・ 1
15T　　8 11
16 1
25 1

計 マ24・

　　　　　　　　軌 　1　　　　　　　　　　　 　’

指導方法を参考にしている図密、、

文1献
No，2

No．3
N6ピ4∫・・．

N6ず5
、No，61、［．1

』掴o乳7パ 、r

・Ngう8

、輌・9f～

No．10

その他※

N』1

r6

　7・

8・

　9

18、∫

　1

12・

3
　1

7、

一く％）

　　 25，σ

　・・29，2

・・．！ ・20． 8
　 ，r37L5’ン

　　75．σ・

　　　4．2

　　 、50．0

　　工2，・5

　　　4．2

　　29，2

※　　その他のづζビ1？ろイ・．ミ｝／グの教科霧および心理・医

　学・育児，保育などの図書

　　　　　　　（重榎解答あ り。％は24酢零する。）

ゴ表8　カリキβ、ラ屯深定の方法

∫（1）い参考函書、と1ほぼ向じにし七いる。

（2）謙習会で受けた指導にそっている。

（3）　義虫自の∫カ、1リキュ ラ、みを組んでいる。

（4）．、その他。
、、，

　　、　』一　、　〆、

㌧r〆魅 N

1 （3）　ぎ！＼τ・ン 7
rr『＾

1）十（3〆）い』

　　　　　　　Ip　　一、　　一
　（2）＋（3‘）

、．

（甚〉÷（ 2）＋奪）

31

3
9

二
s　　、

（1）．

融f（1）‡、く・2）1♪∵

　　（2）啓、、1

4

［

計 24㌧

　く表3〉受け入れ最低月齢は｝，低いと道．ろが予想以上

1に多rぐ，1意外な結果であり西よ我々ぱB、S．閉始の妹ま

しい月齢と』し髪銚先天異常のスクリ戸含ソ7グの終わる6

・・ 月頃をめやすと考えていた融のであるが，1その 6ヵ月
より前に受け入れ衝S，．C，が24中14と半分以上・であっ

た6、そこでこの項目／にっいてのみ， 次の31点にういて再

、調査した。』 』感 ジー㌧廿

パa』；受け入れ最低月齢を決めた根拠、1．、

　1b 』実際には生後何カ月で始める児が多いかo’

　』C』その他開始月齢に関する意見』』ひ 、　、・
二

　回答は10カ所から得られた。1うちr31ん逢カ月から受け

入れのS．C．は7カ所，ユ歳以降が3カ所であったo　a

ンについて。前者の 7カ所中，’4吻所が丁首すわり」rを入

会の基準としていて，主な理由は扱い易い というこ、と燈

・ある5 2カ所のS・ C｛では’「水に慣れやすい」 ことを理

由に し∋』残るエカ所はlrやってみて大丈夫だった」 とい

う課拠であるる・以上7カ所中4 ガ所ぱより低月齢・（生後

1ま庵なぐ）で始めることを理想とヒしているる、．

　工歳から受け入れφS；C』 2カ所は r歩行開始後■と

し，泌歳半からめS．C，は「会員制スポ←ツクラ ブめた

・め，排康・排便に問題のない年齢」 ・乏している。 すなわ

・ち
， 開始月齢は各S乙 C，の経験や凄情で決められ6ごと

が多く㌔．ゴワチの揖導上め理想は別にあるようである乙

1その理想の根拠は文献の影響が強いと思われる石，て表2

参照）1

　b　の実際にはどのくらいの月齢で入会が多いがで

は，0歳ではやはり6ヵ月～12朋が多く， 職栂歳
半で入会も同じ位あるrというヒどで，とれに較べれば3

㌣4ヵ月で入会する児は今のところ少ないよう璽南うg

ただし，年々低月齢児が増えているとの報告が2ヵ所よ一

．りあゐた。一　　　　 　．……11』 夙 1＝に㌧．

＜表4＞全国醗槻勧総ベピー数騨名を輝
できた・回収細％拶えれ雌即解ナ鱒幣な
りになると思われるρ

　〈表7＞　参考図書は，翫6、二甑8．が多矩あげられた

が・この2冊は月舞の詳い喫き轡力辮し
て喝ので当然で昂う・　　1』．｝ ∈；．r♪と

．く表8＞表に示し驚ごとくカリキ、ユゑみり稼自性を

主衷するS・C・が叡y「独自のガ・リ1払ラ紗のとこ
ろが7カ所，‘r図書，講習会を参考にし』て独自のカリキ

ュラム」浮♀勲所であ？た。　　　　　　　、
。、

　「参考図靴構噸脚としたところ噸複回答を含

蘇13蜥あり・そ9鴎融6カ：9力砺弊、歩 劾
所，M5が1カ所で疹った。「講習会の拳導奪ぞっ∫尋・

る」のは璽複回答を含め10ヵ所で，謙習先は次め通りで
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膏柳他：ベビースイミングについて

ある。

　○国際水泳ブログラム研究所（I　I　S　P〉3ヵ所

○母性小児生活指導センター

○オーストラリアで実習

○バウマイスター（西ドイツ）

○林夕美子

○不開

5．調査まとめ

2カ所
1ヵ所

1カ所
1ヵ所

2ヵ所

　以上の結果から各S・C・がどのような指導内容をもつ

か検討し，次の5つが主な系統であることが分った。

　（1）文献ぬ6（10）にそったもの。

　（2）　〃Nα8にそったもの。

　（3）　　〃NO57　9にそったものo

　（4）外国の阜・S・指醇者から教授を受けたもの

　（5〉いろいろな図書・講習会を参考にして独自の方法

　　を確立したもの，または模索中のものo

　系統（1）～（5）の違いはその目的を何を考えるかによると

ころが大きいので，皿を参照されたい。ここでは具体的

カリキュラム構成の違いについて比較してみたいo

　（1×2）のM6，翫8は生後何ヵ月で始めても水慣れがう

まくいくよう，組まれていて，1回の練習時間で行う内

容が細かく指示してあるじつまり標準化してある。

　これに対し（3）の職5M9は年齢別の細かい規準はな

く，児に合わせ自由に教程を組み合わせるよう指示して

いるo実際指導を行う場合は甑6，8，を教科書とした

方が，指導はしやすいであろう。撫5，9は経験豊富な

コーチなら可能かつ有効であろう。

　（4）はカーライル，エバ＝ボレイ（オーストラリア），パ

ウマイスター（西ドイツ）による。いずれも水難防止が

目的なので，わが国で作られたカリキュラムより訓練的

意味あいが強いと思われる。今回調査では指導法のどの

部分が取り入れられるかは明らかにはならなかった。

　（5）についてはわが国の実悔を表わしていると思うr。す

なわち，10年経つとはいえ歴史はまだ浅く，ベテラソ指

導者が不足していることが考えられ，各S．C，では試行

錯誤で進めているのではないだろうかo

　B．S．はそれぞれの目的にそって安全な方法で行え

ば，統一されたカリキュラムは必ずしも必要ないかもし

れないoしかし参加希望者がふえるのに対して，指導者

養成が追いつかないと思われる現状を考えれば・一つの

決定版ともいえる体系ができることが望まれる。

皿　おわりに

　文献研究・アソケート調査を行った結果，わが国のB・

S，の現状は，小児保健の立揚が望むところの確立され

た理論体系はできておらず，まだ試行錯誤の段階を脱し

ていないS．C．が多いことが明らかになった。特に開始

月齢については，小児保健指導上，猶予ならざる問題で

ある。今後ば科学的衷づけを追求すべくrB，S・が児に

どのような影響を与えるか」について，調査をすすめて

いく予定である。
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